
重点

目標 指標別 総合

①　ＳＷＰＢＳを活用し、各校務部の連
携を図りながら授業や学校生活のあらゆ
る場面で自己肯定感、自己有用感を育て
る「ほめて伸ばす」教育を推進する。

〇月目標（SWPBSキャンペーン）自己評
価８０％
〇清掃指導週間におけるがんばり賞配
付１００％

〇各月目標（キャンペーン）については、８０％を
達成することができた。キャンペーンも２年目とな
り、職員にも児童にも浸透してきた。
〇清掃週間のがんばり賞配付は１００％実施でき
た。今後は児童の意欲を継続させる手立てを考えて
いきたい。

3

②　不登校傾向の児童に寄り添い、家庭
や関係機関と情報交換を行いながら連携
した取組を行う。

〇児童・保護者との面談及び記録の保
管と職員間の情報共有
〇特別支援担当及び関係機関との連携

〇面談内容は必ず関係職員に報告し共有することが
できた。また、必要に応じてるぴなす支援学校や町
役場福祉課等の関係機関と連携をとり、児童や保護
者へのアプローチの方法についてアドバイスを受け
対応することができた。

3

③　メディア等が関連したいじめや差別
が起きないよう指導の充実に努める。

〇教育相談の実施と結果を生かした指導
や経過観察（アンケートび実施）
〇問題事案について実態把握・共通理解
に基づく指導（はぐくみ委員会等）

〇毎月のいじめ悩みアンケートの実施や、いじめ不
登校対策委員会（はぐぐみの会）による学年での対
応協議を通して、学年・学級の実態に応じたきめ細
やかな指導ができるように努めた。

3

②　特別な支援を要する児童への支援に
ついて、特別支援教育コーディネーター
を中心に教師間、関係機関との連携を充
実させる。

○連携後の報告会等における指導法や
体制の確認

〇要請訪問を軸とした担当者会（教師間）や
拡大ケース会議（保護者・関係機関参加型）
を実施し、支援方法についての協議を重ね
た。

4

①　県教委提示の「授業改善４＋４の
チェックポイント」を確実に実践し、次
時の授業改善に生かす。

○教職員の自己評価学力向上対策
（学年・全校：３月達成８０％）

〇各種テスト結果から考察・分析を行い、学年・学
級の傾向について共通理解を図ることができた。ま
た、学力向上に関する研修（授業改善の動画視聴や
具体的実践事項の共通理解等）を充実させ授業改善
に生かすことができた。

3
○　まずは式の意味や書き
順の意味等基本的な部分の
おさえをしっかりしてほし
い。

○　次年度も習熟の時間の確保を考
えた授業づくりをしていくととも
に、各種学力調査の結果を生かして
個に応じた指導が展開できるように
する

②　タブレット等のＩＣＴ機器を活用し
ながら、「主体的・対話的で深い学び」
を意識した教師の授業改善に努める。

○教職員の自己評価
（ICT機器活用・主体的対話的で深い学
びを意識した授業：３月達成８０％）

〇授業中のタブレット活用に関する研修（町主催研
修・校内研修）を通して、個々のスキルを高めるこ
とができた。（９０％以上）

3
○　ICT活用とこれまでの
学習スタイルの融合による
効果的な授業を展開してほ
しい。

〇　取り組み方に差があるので、全
職員が同じように指導できるようさ
らに共通理解を図り、共通実践を強
化していく。

2
　児童の家庭学
習の充実を図
る。

①　自発的・自律的な家庭学習が進めら
れるよう、各種学力調査の結果分析を活
用しながら児童の実態に応じた段階的な
手立てを講じる。

○児童、保護者への意識調査
（７月、３月達成８０％）

〇７月に家庭学習に関するアンケートを実施し、
ホームワークプラン（家庭学習の計画表）の活用法
について検討した。自律的な家庭学習については、
今後も家庭と連携した指導・支援の在り方について
改良していく必要がある。

3
○　社会に出た時に結果を残せ
る人はプロセスがしっかりして
いる。結果だけでなくプロセス
を大事にさせてほしい。

○　家庭学習に個人差が見られるの
で、個別指導を行ったり、保護者へ
の啓発を行ったりしながら、自律し
た学習ができるよう支援していく。

1

　体育の日常化
と体育指導の工
夫・充実を図
る。

①　体力の向上を図るために、日常的な
取組を行うとともに、ＩＣＴ機器を活用
した主体的な授業を展開するなど体育指
導の充実に努める。

〇「朝の体操」の見直し
〇体力テストの結果を踏まえた日常的
な指導の充実
〇タブレットを活用した授業の啓発
（年間１回は各学級で活用）

〇朝の体操にグーパー運動を取り入れ実践したこと
で、体力テストおいて各学年とも握力の記録に伸び
が見られた。
〇体育の授業におけるタブレットの活用について
は、学年の発達段階もあるため全学年が活用できた
わけではないが、器械運動（マット運動、跳び箱
等）を中心に活用が図られた。

3
○　タブレットの活用は
様々な場面が想定されるの
で、これからも積極的に活
用してほしい。

〇　朝の体操や日常の体育指導をさ
らに充実させ体力作りに努める。ま
た、体育科におけるタブレットを活
用した授業に関する研修を通して、
職員のスキルを高めていく。

①　災害等発生時の「保護者引き渡しシ
ステム」の見直しを行うとともに、保護
者と連携した訓練を実施する。

〇計画的な学級活動での指導や事前・
事後指導の充実
〇職員による反省を生かしたシステム
の見直しと充実

〇昨年度の反省を生かして、保護者にも職員にもわ
かりやすい実施内容で取り組むことができた。ま
た、全ての訓練において関係機関（消防署・警察・
市役所等）から専門的な視点を参考にしながら計
画・実戦・反省することができた。

4

②　登下校時の安全確保のための指導
と、帰宅後の自転車の乗り方等安全確保
のための指導の徹底を図る。

〇年間５回の班長会及び地区集会の実施
〇OKカードによる評価・反省を生かし
た見届けや指導（随時）

〇班長会担当、地区担当を中心に安全確保のための
指導や問題点に迅速に対応することができた。ま
た、生徒指導主事が毎日見回りをして気づいたこと
や現場指導した内容について班長会や地区集会で伝
え指導することができた。

3

①　衛生指導の定着、感染予防対策等、
保健指導の充実に努める。

〇さわやかチェックの実施
〇毎朝の体温・体調の自己管理
〇手洗い・うがい・マスク着用の徹底１００％
〇長期休業中の生活リズムチェック

〇コロナ対策として朝の体温チェック等も習
慣化できた。またコロナ・インフルエンザ対
策として、手洗い・うがい・マスク着用は概
ね良好であった。（約80％）

3

②　食育の充実と家庭と連携した望まし
いメディア習慣の確立に努める。

〇弁当の日の実施（事前指導と３学期遠足）
〇安全な食に関する給食指導の見直し
〇長期休業中の生活カードの活用

〇夏季休業中の課題に「料理づくり」を位置づけ、
弁当の日の実施（３月４日）に向けた経験づくりの
場を設定した。

3

①　地域行事への参加や積極的に学校の
情報発信を行うなど、地域に貢献し、地
域から愛される学校づくりに努める。

〇地域行事の積極的な案内
（ポスターの掲示・プリントの配付等）

〇宮日新聞新富支局への情報発信
（新聞掲載年間３回以上）

〇町主催の学習の場や地域行事に関する案内は全て
配付し周知を図ることができた。
〇宮日新聞支局へ機会があるごとに情報を発信し
た。又、作文投稿は理科専科を中心に積極的に取り
組み、１５件以上の掲載につながった。

3

②　小中学校が連携した学校評価制度の
効果的な運用と評価を生かした学校づく
りを行う。

〇学校関係者評価各項目３．５以上
〇自己評価・学校関係者評価の分析及
び改善策作成１００％

〇学校関係者評価委員会は年間４回計画通りに実施
することができた。今後は年間の自己評価や学校関
係者による評価をもとに、分析と改善策について話
し合い、次年度に生かしていきたい。

3

③　地域素材・地域人材の授業への活用
と、地域でのボランティア等、協働活動
の在り方を工夫する。

〇地域素材・地域人材の活用
（各学年年間最低１回以上）
〇教育課程（１２月実施）満足度８０％以上

〇高学年は総合的な学習の時間に講師を招聘したり、TEAMSを使っ
てリモート学習をしたりして地域人材活用を図った。
〇中学年は高齢者体験や環境教育に関する講話を通して、地域素
材・人材の活用を図った。
〇教育課程（１２月実施）では、職員の満足度９５％であった。

3

○　手指消毒や手洗い・うがいの励
行は日常化している。今後も徹底を
図るとともに、その他の感染症対策
も継続・徹底していく。
○　年１回の弁当の日と、毎日の黙
食を継続する。メディアコントロー
ルについては、学習部の情報担当や
生徒指導部と連携する。

3.083

○　不登校傾向の児童や
や気になる児童について
は、家庭と連絡を取り合
いながら支援を行ってい
る。今後も連携を密にし
ていきたい。

○　地域からの行事依頼は確実に周
知するとともに、積極的に参加を促
す。
○　次年度も学校ＨＰの定期的な更
新と内容充実を図るとともに、メー
ル配信システムによる素早い情報発
信に努める。
○　参観日は、授業の充実はもとよ
り、学級懇談の内容を工夫して参観
率・懇談出席率を上げていく。
〇　TEAMSやZOOMといったリモート
による学習を積極的に活用し、児童
の興味関心に応える学習や活動が提
供できるよう努める。

3 3.25

○　コロナウイルス感染症拡大
防止の対策（手指消毒、換気、
手洗いやうがいの励行等）の対
策は今後も継続・徹底してほし
い。

学
力
の
向
上

　児童が「分
かった」「でき
た」ことを実感
できる授業を展
開する。

1

3

○　保護者引き渡し訓練や、より現
実的な避難訓練の実施等を通して、
職員も児童も有事の際に自分で考え
行動できるよう意識とスキルを高め
ていく。
○　次年度「いのちの教育」（５年
生対象）を取り入れる。

3.25

○　小中合同の避難訓練や町全
体や地区と連携した防災への備
えが必要だと思う。
○　命の大切さについて感じさ
せる取組（学習）も必要だと感
じる。
○　登校時たまに広がって歩い
ていてひやりとする時がある。
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　命の大切さを
意識させる指導
の充実を図る。

2

「

健
康
・
安
全
教
育
」

の
充
実

1

　地域に貢献
し、地域から愛
される学校づく
りに努める。

　保健指導の充
実と家庭との連
携強化を図る。

3
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自己評価の手立て
（時期、評価基準・数値目標）

ゴールイメージ 課題と具体的な手立て
　学校の自己評価コメント
（結果の考察・分析）

　　　　　　　　　　　　評価：「４：よくできている」「３：できている」「２：あまりできていない」「１：できていない」　○成果のあったこと　●課題・改善が必要なこと

次年度への改善策

○　引き続きユニバーサルデザ
インに基づいた教室環境の整備
や、児童への支援の在り方につ
いて研修を深め、実践に生かし
ていく。
○　関係機関との連携をさらに
強化し、様々な角度から児童や
保護者にアプローチできるよう
な体制作りを行う。

1
　積極的な生徒
指導の充実を図
る。

○　不登校傾向にある児
童及びその保護者への支
援や、児童が不登校傾向
にならないような対策を
これからもお願いした
い。

〇　各月目標と連動したキャン
ペーンや各委員会によるキャン
ペーンをさらに充実させること
で、教師も児童もゴールイメー
ジを意識して生活できるように
する。
〇　不登校傾向にある児童に対
しては、生活リズムを整えてい
くことが大事であることを促す
とともに、保護者や関係機関と
常に連携を図りながら対応して
いくようにする。

  特別支援教育
の観点から教育
活動を見直し、
改善を図る。

①　全学級における個々の児童への支援
を組織的に行い、児童の困り感を解消す
る取組を行う。

○特別支援教育部による観察や教師間
の情報共有による組織的・継続的な支
援の実施（ケース会議等）

〇教室環境整備やユニバーサルデザインの視点を取
り入れた研修を実施し、効果的な取組についての共
有を図った。
〇特別支援教育部による教師間の情報共有に努め、
相談案件に対する助言に努めた。

3
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自己評価（評定）
学校関係者
総合評価

学校関係者評価コメント

3.163

○　困り感のある児童や保
護者への支援は、関係機関
（福祉課等）や民生委員・
児童委員と連携しながら進
めていくとよい。


